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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２５年１０月３１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗客負傷 

発生日時 平成２４年９月２５日（火） １５時２０分ごろ 

発生場所 沖縄県座間味
ざ ま み

村座間味島東方沖 

 座間味村所在の牛ノ島灯台から真方位０５８°１.６海里付近 

 （概位 北緯２６°１４.５′ 東経１２７°２１.６′） 

事故調査の経過  平成２５年１月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ダイビング船 ラッキー、１９トン 

 ２４３－３６４６６沖縄、株式会社シーサー（Ａ社） 

 １４.８６ｍ（Lr）×４.２３ｍ×１.７２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関２基、１,０８０.００kＷ（合計）、平成１６年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２０年３月７日 

  免許証交付日 平成２０年３月７日 

         （平成２５年３月６日まで有効） 

乗客Ａ 女性 ５６歳 

 死傷者等 重傷 1 人（乗客Ａ） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、乗客Ａほかインストラクターを含

む４１人を乗せ、座間味島のダイビングポイントでのダイビングを終

了したのち、沖縄県那覇港に向けて速力（対地速力、以下同じ。）約

２２ノット（kn）で帰航を開始した。 

 キャビンは、操舵室の真下に位置し、左右舷側と中央部に座席が設

けられ、帰航開始後、右舷側座席に乗客Ａ、左舷側座席に乗客２人、

中央座席に乗客１人が座っており、他の乗客は、船尾側のデッキにい

た。 

乗客Ａは、右舷側座席に左舷側を向いて座っていたところ、本船の

インストラクターから、船首側の座席は縦に大きく揺れるので、船尾

側に移るように指示されたが、キャビンの周囲には手摺りがなく、移

動することに危険を感じたので、移動しなかった。 
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本船は座間味島東方沖を航行中、船長が、予定進路の海域では波が

比較的高いことを知っており、速力約８kn で北東進中、大きい波に遭

遇して減速したが、船体が縦に激しく動揺し、平成２４年９月２５日

１５時２０分ごろ、乗客Ａが、跳ね上げられて座席で腰を打って負傷

した。 

船長は、本船が那覇港に入港したのち、立ち上がれなくなった乗客

Ａの様子を見て乗客Ａの負傷を知り、乗客Ａは、他の乗客が要請した

救急車で病院に搬送され、第一腰椎破裂骨折と診断された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ４ 

海象：波高 約２～３ｍ 

座間味村、渡嘉敷
と か し き

村を含む慶良間
け ら ま

諸島には、９月２５日０９時５６

分に波浪注意報（有義波高が２.５ｍ以上）が発表されていた。 

 その他の事項 Ａ社は、所有するホエールウォッチング船に係る安全管理規程をダ

イビング船でも使用しており、同規程の運航基準によれば、那覇港に

おける発航中止の基準は波高２.０ｍ以上であり、また、発航前、航

行中に波高３ｍ以上に達するおそれのあると認めるときは発航を中止

することになっていた。 

船長は、座間味村及び渡嘉敷村に波浪注意報が出されており、波高

が２.５ｍ以上であることを知っていた。 

乗客Ａが座っていた座席には、手摺り及び座席ベルトはなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は座間味島東方沖を速力約８kn で北東進中、船長が約２～３ｍ

の波に遭遇して減速したが、船体が縦に動揺したことから、乗客Ａが

跳ね上げられて座席で腰を打って負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が座間味島東方沖を速力約８kn で北東進中、船長が

約２～３ｍの波に遭遇して減速したが、船体が縦に動揺したため、乗

客Ａが跳ね上げられて座席で腰を打ったことにより発生したものと考

えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・発航前に乗客を比較的船体動揺の影響が小さい後方座席へ誘導す

ること。 

 


